
表２　学習・教育到達目標とその評価方法及び評価基準
2010/05/12 改訂

2010/10/27 改訂

2012/04/01 改訂

（2012JABEE基準改訂に対応）2013/03/11 改訂

2016/04/06 字句の修正

2016/10/06 字句の修正

2016/11/30 改訂

学習・教育到達目標の
大項目

学習・教育到達目標の小項
目

関連する基
準1の(a)～(i)
の項目

関連する基
準1の(a)～(i)
の対応

評価方法および評価基準 備考

（Ａ）良識ある技術者
に必要な人文社会科学
などの基礎および語
学・コミュニケーショ
ン能力を身につける。

人文科学・社会科学を中心
とした教養科目および語
学・コミュニケーション能
力，健康スポーツ科目につ
いて広範に学習する。

(a)
(b)
(f)

◎
○
◎

教養教育に関する科目の「健康・スポーツ，英語，初修外国
語，人文社会・教育科学，およびそれ以外のいずれか」およ
び他学部の授業により，語学，健康スポーツ，人文科学・社
会科学について広範に学習させ，それぞれの科目のシラバス
に記載の方法で評価する。

■教養教育に関する科目の人文社会・
教育科学科目：12単位以上■教養教育
に関する科目の体育実技科目：１単位
以上■英語科目および初修外国語科
目：8単位以上

地球物質の基本構成および
物質移動の概要を理解す
る。

　
(d)

◎
「地学基礎A」の授業で地球物質の基本構成および火成作
用・変成作用・テクトニクス作用などによる物質移動の概要
を講義し，定期試験を課して評価する。

地殻を構成する各種の岩石
のそれぞれの基本的性質を
理解する。

(d) ◎
「岩石学A，岩石学B」の授業で火成岩・変成岩・堆積岩それ
ぞれの基本的性質を講義し，定期試験，演習レポートおよび
中間試験を課して評価する。

火成岩・変成岩・堆積岩そ
れぞれの実験的取り扱い方
について，偏光顕微鏡観察
法を中心に体得する。

(d) ◎
「岩石学実験I，岩石学実験II」の授業で火成岩・変成岩・
堆積岩の薄片作成を行い，偏光顕微鏡観察を実習し，レポー
トを課して評価する。

鉱物学の基礎を包括的に理
解する。 (d) ◎

「鉱物学A」の授業で鉱物の化学的・結晶学的性質及び各種
の解析法の基礎を講義・演習し，定期試験と演習レポートに
よって評価する。

鉱物の基礎的な実験的取り
扱い方法について，実験と
演習を通して体得する。

(d) ◎
「鉱物結晶学実験」の授業でステレオ投影法，肉眼鑑定，Ｘ
線回折法などの鉱物の実験的取り扱いを学習させ，レポート
に基づいて評価する。

各種の岩石の成因・産状に
関するより詳細な理論につ
いての知識を習得する。

(d) ◎

「鉱物学B，固体地球化学，地球化学分析法，海洋地質学，
地層学B，地球物理学」の授業で，地殻物質の物性，成因お
よび地球表層の基礎的物質移動プロセスとその生成物に関す
る講義，実験を行い，レポート・試験等で評価する。評価の
詳細はシラバスを参照。

水文地質学の基礎を理解す
る。 (d) ◎

「水質化学分析法」の授業で，水質分析を通じた水循環の地
球化学的理解に関する実習を行い，レポートまたは試験で評
価する。

地質体の歴史的性質の基礎
を，地層・古生物・古環境
等の観点から理解する。

(d) ◎
「地学基礎B」の授業で地質体の歴史的性質について，堆積
作用・古生物相・古環境等の観点から講義し，定期試験を課
して評価する。

地層の成因と基本的取り扱
いすなわち層序区分の概念
について理解する。

(d) ◎ 「地層学A」の授業で，地層形成過程および層相解析法の基
礎を講義し，定期試験とレポートで評価する。

地層中の古生物学的記録に
ついての基礎を理解する。 (d) ◎

「古生物学A」の授業で，化石の基本的性質とその地質学的
意義の基本についての講義を行い，定期試験と小テストの成
績で評価する。

地質時代の特徴を通じ，地
質学的に過去の歴史を記述
することの具体例に触れ
る。

(d) ◎

「地史学原理，地史学A，地史学B」の授業で，先カンブリア
紀から第四紀までのそれぞれの地質時代ごとの特徴を説明
し，地質学的資料が過去の歴史の構築・解読にどのように用
いられるかを理解させる。定期試験および小テストの成績に
基づいて評価する。

構造地質学の基礎を通じ，
地質体の示す中構造〜微小
構造について理解する。

(d) ◎

「構造地質学」の授業で，中構造〜微小構造を対象に，岩石
力学の初歩および基本的地質構造の分類・形成条件および解
析法について講義し，定期試験とレポートに基づいて評価す
る。

地球の大構造を理解する指
導原理であるプレートテク
トニクスについて理解す
る。

(d) ◎
「テクトニクス」の授業で，地球を構成する大構造であるプ
レートテクトニクスの基礎を中心に，岩石力学および地球物
理学の基礎も含めて講義し，定期試験で評価する。

日本列島の大構造を野外で
感得するとともに文献調査
などの事前準備をチームで
行う。

(d)
(g)
(i)

◎
○
○

「野外実習II」で，連続した１週間程度の野外実習を通じ，
地質体の大スケールでの歴史的性格の多様性とその相互関係
を理解させる。文献調査とその発表などの事前準備をチーム
で行う。評価は事前準備で作成するレジメと実習後のレポー
トを用いて行う。

地球の歴史性を示す地層・
古生物・地質構造について
より発展的な理解をする。

(d) ◎

「古生物学B，古生物学実験，古無脊椎動物学実験，東アジ
アの地質形成史，地質構造解析法」の授業で，地質体の歴史
的性質を理解し，地質時間尺度・地質構造発達史・地球表層
の変形作用に関する知識・技術に関する発展的な講義，実験
を行い，レポート・試験等で評価する。評価の詳細はシラバ
スを参照。

左記科目のうちから２科目以上単位取
得すること。

第四紀，地質災害および金
属鉱床・地熱資源に関する
基礎的理解を得るとともに
社会的視点を学ぶ。

(b)
(d)
(e)

◎
◎
◎

「環境地質学A，環境地質学B，第四紀環境学，資源・環境地
質学」の授業で，人類紀とも呼ばれる第四紀についての基礎
と，土砂災害，地震災害，地盤災害，温泉地熱資源，金属鉱
床，鉱害などの具体事例について学習させ，定期試験または
レポートによって評価する。

左記科目のうちから２科目以上単位取
得し，その平均点が７０点以上である
こと。

地質科学と社会の接点につ
いての基礎を学ぶ。

(b)
(d)
(e)

◎
◎
◎

「地学基礎C，環境地質学実習」の授業で，主に災害・土木
の観点から地質科学との接点について講義・野外の両面から
学習し，レポートないし定期試験で評価する。

左記科目のうちから２科目以上単位取
得すること。

すべてのＡ科目群（※注4）の成績の単
純総平均点が７０点以上であること。

すべてのＡ科目群（※注4）の成績の単
純総平均点が７０点以上であること。

（Ｄ）デザイン能力の
一環をなす，社会の要
請への地質科学の対応
についての理解し，説
明できるとともに，技
術者倫理を身につけ
る。

（Ｄつづき）

（Ｃ）岩石・鉱物・地
層の歴史的性質につい
て理解し，説明できる
とともに，チームで仕
事ができる。

（Ｂ）岩石・鉱物・地
層の物質的性質につい
て理解し，説明でき
る。

左記科目すべてにおいて単位取得する
こと。

左記科目すべてにおいて単位取得する
こと。



石油地質学，土木地質学等
についての基礎的理解とと
もに、エンジニアリングデ
ザインに必要な社会的視点
をやしなう。

(b)
(d)
(e)

◎
◎
◎

「石油地質学，土木地質学，応用地質学実習」の授業で，各
分野の実務経験者を講師にむかえ実際的な知識，現場にあっ
てのデザイン能力について，学習を深めるとともに，技術者
倫理についても学習する。これらについてレポートまたは定
期試験で評価する。

技術者倫理について学ぶ。 (b) ◎
「技術者倫理に関する科目」（注１）の授業で，技術者が有
すべき倫理観について学習し，レポートまたは定期試験で評
価する。

地質調査法の基礎としてお
もに露頭単位の情報取得技
術を中心に学ぶ。初歩的な
プレゼンテーション技術を
習得する。

(d)
(f)
(h)

◎
○
◎

「地質調査法基礎I，地質調査法基礎II」の授業で，地形図
判読，露頭記載の方法，地質構造解析法，岩石の肉眼観察の
基礎について講義・演習する。地質文献を題材にプレゼン
テーションの演習を行う。レポートに基づいて評価する。

地質調査法の基礎としてお
もに露頭単位の情報取得技
術を実際の露頭で学ぶ。

(d) ◎
「野外実習基礎」で，年間延べ６日間の野外実習を行い，地
形図判読と，さまざまな岩質・岩相の露頭での基礎的記載方
法を習得させ，レポートを用いて評価する。

地質調査法の基礎としてお
もに地質図学の技法を中心
に学ぶ。

(d)
(h)

◎
◎

「地質調査法I，地質調査法II，地質調査法実習I，地質調査
法実習II」の授業で，主に層状地質体の地質図・地質断面図
への表現方法について講義・演習する。期限内に地質図をま
とめる。レポートと小テストに基づいて評価する。

地質調査法の基礎としてお
もにルート単位の情報取得
技術を実際の露頭で学び，
三次元的理解・表現の基礎
に至る。

(d)
(h)

◎
◎

「野外実習I」で年間延べ８日間の野外実習を行い，ルート
マップ作成による地層の累重に関する情報取得とその取り扱
いを中心に実習させ，それぞれ期限内に成果をまとめる。レ
ポート・提出物に基づいて評価する。

地質調査法の基礎を計画立
案から地質図作成・口頭発
表・報告書作成までの一連
の作業を単独で行って習得
する。

(e)
(f)
(g)
(h)
(i)

◎
○
◎
◎
◎

「野外実習III」で1人あたり約12平方キロの面積を割当て，
最低12日間の地質調査を課して地質図・地質断面図・総合模
式柱状図および報告文を作成させ，口頭発表を課す。事後指
導として，グループワークによる地質コンパイル作業を行
う。計画立案，野外調査，図面作成，口頭発表，報告書の5
段階において統一した評価シートを用いて評価の上，担当教
員会議で成績評価を行う。

専門的な研究テーマを選
び，研究目的設定から発
表・論文作成までを長期に
わたって実施し、地質学的
な総合的且つ創造的な問題
解決能力を涵養する。

(e)
(f)
(g)
(h)
(i)

◎
○
◎
◎
◎

「課題研究」で，３年次の終わりに決めた研究テーマに沿っ
て研究を進め４年次の2月に成果を口頭発表し卒業論文にま
とめて提出させる。その過程にはチームでの議論も含まれ
る。評価は，研究目的の設定，研究手法・計画の樹立，デー
タ収集，総合解釈，口頭発表，提出論文の6段階において、
またこのなかにデザイン能力の評価の視点も加えた評価シー
トを用いて評価の上，担当教員全員の合議の上評価を行う。

課題研究を進めるなかで，
研究テーマと社会との接点
や，複数の解決策や制約条
件の考察を進めるととも
に，各種の表現・討論を通
じてコミュニケーション能
力を涵養する。

(e)
(f)
(h)
(i)

◎
○
◎
◎

「セミナー」で，各自の課題研究の遂行に即したプレゼン
テーションを行わせるなかで，社会との接点，複数の解決策
や制約条件の認識と克服方法等を考察する。授業では，教
員・大学院生など立場の異なる人との議論・協同を通じて
チームで研究を進める。レジメと口頭発表，討論への参加状
況に基づいて課題研究の指導教員が評価する。

日本語の平易な文献を用い
た文献検索，日本語の作文
技術およびプレゼンテー
ションの基礎を習得する。

(f) ◎
「スタディ・スキルズ（地質科学学習法）」で文献検索法，
作文技術，口頭発表技術の基本を学習し，レポート・小テス
トに基づいて評価する。

平易な英語の専門書の読解
を通じ英語による地質学的
表現理解の基礎を習得す
る。

(f) ◎

「地学英語」の授業で平易な英語で書かれた地質学の概論書
を購読し，地質学で用いられる基礎的な専門用語や科学論文
一般で用いられる用語，言い回しを学習する。レポート，授
業中の応答，最終的な向上度を総合して評価する。

より専門的な地質学的題材
を用いたプレゼンテーショ
ン・報告書作成演習等を通
じ，情報の整理・再構成・
表現の基礎を習得する。

(f) ◎
「コミュニケーション実習」で野外の地質観察を題材にした
プレゼンテーションおよび報告書作成の演習を行う。作成し
たスライド・発表原稿・報告書原稿等を用いて評価する。

数学を含む自然科学の基礎
を系統的に学ぶ。 (c) ◎

「数学基礎A，B，統計学基礎，物理学基礎A，B，C，物理学
入門，化学基礎A，B，C，生物学基礎A，B」で，数学・物理
学・化学・生物学の基礎を学ばせ，各科目のシラバスに従っ
て評価する。

左記科目から合計10単位以上取得する
こと。ただし数学（統計学含む），物
理学，化学，生物学の各分野からそれ
ぞれ２単位以上を必ず含めること

自然科学・工学・農学・技
術について広範に学ぶ。 (c) ◎

「地質科学科の専門教育に関する科目以外の数学・自然科
学・情報技術系の科目（※注３）」の授業で，物理学・化
学・生物学の基礎を学ばせ，各科目のシラバスに従って評価
する。

左記科目から４単位以上単位取得す
る。

情報処理の基礎を学ぶ。 (c) ◎ 「情報処理系科目（※注２），」の授業で，情報処理の基礎
について学ばせ，各科目のシラバスに従って評価する。

左記科目から１科目以上単位取得する
こと。

地質科学の先端のトピック
を理解する。 (d) ○

「地球科学特別講義I, II」の授業で，地質科学の先端のト
ピックを理解させ，レポートまたは試験で評価する。（技術
者倫理科目を除く）

左記科目から２科目以上単位取得する
こと。

　
注１■技術者倫理に関する科目の範囲

注２■情報技術系科目の範囲
・教養教育に関する科目の情報リテラシー科目
注３■地質科学科の専門教育に関する科目以外の数学・自然科学・情報技術分野の科目の範囲
・別途問い合わせてください。
注4■本表にいうＡ科目群の範囲

（Ｆ）野外の産状に密
着した地質学的課題を
解決する計画を立案
し，複数の解決策や与
えられた制約を考慮し
たうえで計画的・自主
的に情報を取得し，
チームでの議論を経
て，総合的に解析でき
る。これらを通じ，デ
ザイン能力を身につけ
る。

（Ｇ）収集した情報を
整理・再構成して自ら
表現できる。

左記科目すべてにおいて優以上の成績
であること。

すべてのＡ科目群(※注4）の成績の単
純総平均点が７０点以上であること。

・技術者倫理の内容で開講する３・４年生向けの「地球科学特別講義」課目（１単位；通常は「地球科学特別講義III」として開講）。

次の地質科学科専門科目である：地学基礎A, 地学基礎B, 岩石学Ａ，岩石学Ｂ，岩石学実験I，岩石学実験II，鉱物学Ａ，鉱物結晶学実験，地層学Ａ，古生物学Ａ，地史学原理，地史
学Ａ，地史学Ｂ，構造地質学，テクトニクス，野外実習II，スタディ・スキルズ（地質科学学習法），地学英語，コミュニケーション実習

（Ｄ）デザイン能力の
一環をなす，社会の要
請への地質科学の対応
についての理解し，説
明できるとともに，技
術者倫理を身につけ
る。

（Ｄつづき）

（Ｅ）野外の地質に関
する基本的なデータ取
得とまとめができる。

左記科目すべてにおいて良以上の成績
であること。

（Ｈ）広範な問題解決
のために，自然科学の
多様な分野の基礎を身
につけるとともに，地
質科学の先端のトピッ
クを理解し，説明でき
る。

左記科目すべてにおいて単位取得する
こと。

左記科目すべてにおいて単位取得する
こと。


